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本報告書は、スポーツ庁委託事業として、川崎市が実施し
た「令和２年度障害者スポーツ推進プロジェクト（地域の課
題に対応した障害者スポーツの実施環境の整備事業）」の成
果を取りまとめたものです。 
従って、本報告書の複製、転載、引用等にはスポーツ庁の

承認手続きが必要です。 

 



（別紙） 
 

事業実績について 

 

取組の

名称 

障害者スポーツ推進プロジェクト（地域の課題に対応した障害者スポーツの

実施環境の整備事業） 

目  

的 

本市においては、1 年延期となった東京 2020 オリンピック・パラリンピック

競技大会を契機として、パラリンピックに重点を置いた「かわさきパラムーブ

メント」を掲げており、障害者スポーツの推進に取り組んでいる。 

障害者の継続的なスポーツの実施促進には、身近な場所でスポーツを実施で

きる機会の創出や、スポーツに関わる人の障害理解が必要である。そのため、

学校や地域団体と協力し、障害者とスポーツをつなぐ人材育成の支援や、障害

者スポーツ団体と連携したユニバーサルスポーツの大会の運営を通じた「支え

る体制」の強化により、障害者スポーツの実施環境の整備を図ることを目的と

する。 

 

取組 

内容 

１．地域の課題に対応した障害者スポーツの実施環境の整備事業の取組 

２．実行委員会の開催 

３．総括 

成果と

課題 

１．地域の課題に対応した障害者スポーツの実施環境の整備事業の取組 

 

（１）障害理解啓発コンテンツの水平展開 

５年間の取組成果である障害理解啓発コンテンツを市内に水平展開 

するため、対象に応じて内容を精査・再構築し、その実施過程や効果を検

証した。 

ア スポーツを通じた障害理解啓発プログラム 

   （ア）目的 

絵本を活用し、障害に対する偏見・差別の意識軽減を図るなど、

スポーツを通じ、多様性を尊重した社会の実現を目指す。 

ａ絵本活用研修 

（ａ）実施内容 

          市内小学校等の教諭を対象に、共生共育の充実に向けた講

義を行い、絵本を活用した「オープンエア」の考え方を通し

て、授業実践の模擬体験と解説講話を行った。 

  また、班毎にコロナ禍における共生共育への取組や工夫に

ついて討論を行った。 

         実施回数： 1 回 

          参 加 者：17 名 

       （ｂ）成果・課題 

アンケート結果から、受講することで、「障害理解が深ま

った」「障害についての見方や考え方が変わった」「学校に

持ち帰り、共有したい」等、前向きな回答が多く得られた。

個人のレベルアップだけではなく、学校で共有したいという

声があげられた。 

研修後、受講した先生方が、各学校の教育活動において、

別途、研修を実施したい等の要望もあり、障害に対する理解

が広がったと考えることができる。 

今後の課題として、さらなる推進のためには、継続して啓

発を図ることが必要である。来年度も、福祉教育の研究協力

校情報交換会などで教職員向けの研修を行い、教職員の理解



 
 

を深めていきたい。各学校や市内で絵本が活用され、多様性

を尊重した社会の実現を目指すことができるよう継続して

取り組んでいくことが大切である。 

 

ｂ図書担当連絡会 

（ａ）実施内容 

    市内小学校・特別支援学校、中学校図書担当者連絡会にて、

絵本「ワクワクのつくりかた」の紹介や読み聞かせのポイント

について、解説を行った。 

      実施回数： 2 回 

      参 加 者：221 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             ［解説を聴講する参加者］ 

 

       ｃ紙芝居の作成・配布 

       （ａ）実施内容 

         障害に対する偏見・差別の意識軽減を図るなど、多様性を

尊重した社会の実現を図るため、絵本より多くの対象者や広

範囲なスペースで読み聞かせできる紙芝居を作成し、配布す

ることで、広く効果を展開した。 

      作成数：150 部 

配付先：市内小学校・特別支援学校、市立図書館、社会福祉

協議会等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          ［新たに作成した紙芝居］ 

 

（ｂ）課題 

          更なる市内への普及を図る必要がある。そのため、紙芝

居が配布先でどのように活用されているか情報共有を行い

市民へ障害理解を広げていく。 

 

 

 



 
 

イ オープンエアメーカー（障害理解サポーター）養成講習会 

 （ア）市社会福祉協議会講習会 

      障害理解啓発のための講習会プログラムについて、目的や手法を理

解し、地域の人材発掘養成に活用していくことを目的に社会福祉協議

会職員やボランティア相談員、ボランティア運営委員等に実施する。 

   （ａ）実施内容 

     地域包括ケアシステムの推進に欠かせない相互理解について、

スポーツを通した障害者の理解をテーマに講習を開催した。地域

にオープンエアメーカー（障害理解サポーター）を増やすことを

展望に捉えながら、障害理解の啓発を図るための解説を行った。 

実施回数：1 回 

参 加 者：9 名 

（ｂ）成果・今後の取組〔別紙１参照〕 

              アンケート結果より、受講者から意識の変化や、今後の業務へ

活かしていきたいといった前向きな意見をいただくことがで

き、社会福祉協議会職員等に対しオープンエアメーカーの考え

方を広げ、意識啓発を図ることにより、地域にオープンエアメー

カー（障害理解サポーター）を増やすことに繋がった。 

今後の取り組みとして、地域にオープンエアメーカー（障害理

解サポーター）の人材を増やし、さらに各区で障害理解の啓発を

図るため、ボランティア活動の振興を行っている各区社会福祉

協議会で講習会を実施する。 

 

 

 

 

 

                       ［熱心に聴講する参加者］ 

 

（２）地域等と連携した障害者スポーツイベント等の実施 

ア 実施項目 

  （ア）地域等と連携した障害者スポーツイベント 

    ａオンラインイベントの開催 

（ａ）目的 

新型コロナウイルスの感染拡大に鑑み、地域スポーツの主な担い

手である総合型スポーツクラブが、障害者スポーツをオンラインで

企画、実施し、障害者がスポーツをする機会や障害のあるなしに関

わらず誰もがスポーツを通じて楽しみながら障害に対する理解を

高めることのできる機会を提供し、今後社会で求められるオンライ

ンでの障害者スポーツイベント開催のノウハウを習得する。 

（ｂ）実施内容 

地域等と連携した障害者スポーツオンラインイベント 

  委 託 先：川崎市総合型スポーツクラブネットワーク 

 



 
 

 
          ［オンライン配信動画サイト］ 

 

 

   ｂ川崎市長杯ボッチャ大会 

   （ａ）目的 

市内において、地域や団体と連携して障害理解啓発を目的としたイ

ベントを実施し、障害者がスポーツをする機会を創出するとともに、

障害のあるなしに関わらず誰もがスポーツを通じて、楽しみながら障

害に対する理解を高めることのできる機会を提供する。 

 

   （ｂ）実施内容 

第１回川崎市長杯ボッチャ大会 

※新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から中止 

委託先：公益財団法人川崎市身体障害者協会 

（川崎市障害者スポーツ協会） 

［予定時期］ 令和３年１月２３日（土） 

    ［予定場所］ カルッツかわさき 大体育室 

 

   （ｃ）効果・検証 

①実績 

［応募者数］１４７名（選手のみ） 

レクの部（誰でも参加）の応募チームが、募集チーム数の２４チ

ームを上回り３２チームの応募があった。応募チームの抽選を行

い、参加チームを決定した。 

障害のある方のみ参加できる競技の部についても応募チーム数



 
 

を上回る１７チームの応募があった。 

      ８歳から７８歳まで幅広い年代の方に応募いただいた。 

②検証 

      幅広い世代からの参加や、応募チーム数を上回る申し込みから、 

障害のあるなしに関わらず誰もが参加できる大会開催のニーズが

あることが分かった。 

     今後についても市内へのボッチャ普及の取組を進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ［市長杯ボッチャ大会のチラシ］ 

 

２．実行委員会の開催 

（１）概要 

有識者、スポーツ協会、特別支援学校、スポーツ推進委員、身体障害者

協会、障がい者スポーツ指導者協議会、社会福祉協議会、総合型地域スポ

ーツクラブ等の代表者及び行政関係部署により構成する実行委員会を２

回（７月、３月）開催した。 

  その中で、障害理解啓発プログラムの水平展開に関わる手法や、総合型地

域スポーツクラブ等と連携した障害者スポーツイベント等について協議・検

討するとともに、実施の方向性について決定を行った。 

  

ア 第１回実行委員会 

開催日：令和２年７月３１日 

成 果：・スポーツを通じた障害理解啓発プログラムについて 

     紙芝居を作成するにあたり、読み手側が自由な表現がで 

きるような工夫等のご意見をいただいた。 

    ・オープンエアメーカー養成講習会について 

          ＤＶＤを活用した研修の開催手法や対象等の今後の展

開についてのご意見をいただいた。 

    ・地域等と連携した障害者スポーツイベントについて 

          新型コロナウイルスの感染拡大により、イベントをオン

ラインで開催する等の開催方法の変更や今後の方向性

について、ご意見をいただいた。 

イ 第２回実行委員会（書面開催） 

議題：・令和２年度「障害者スポーツ推進プロジェクト」委託 

事業完了報告に伴う業務実績報告書（案）について 

・令和３年度の取組（案）について 

 

 



 
 

 

３．総括 

本年度は、障害理解啓発コンテンツの水平展開として、市内小学校等教諭

を対象に、共生共育の充実に向けた講義を行い、絵本を活用した授業実践の

模擬体験と解説講話を行った。また、絵本より多くの対象者や広範囲なスペ

ースで読み聞かせできる紙芝居を作成し、市内小学校・特別支援学校に配布

した。さらに、障害理解啓発のための講習会プログラムについて、目的や手

法を理解した地域の人材発掘養成に活用していくことを目的に社会福祉協議

会職員やボランティア相談員等に実施した。このように広く効果を展開し、

障害に対する偏見・差別の意識軽減を図った。 

地域等と連携した障害者スポーツイベント等については、新型コロナウイ

ルスの感染拡大に鑑み、特別支援学校の教師が障害者スポーツ体験できるメ

ニューを手作りで作成し、在宅で楽しむ方法を動画で解説した。在宅時間が

増加する中、自宅で障害者スポーツを楽しむ場や機会を創出することができ

た。また、市長杯ボッチャ大会は、緊急事態宣言により、中止したが、幅広

い世代からの参加や、応募チーム数を上回る申込があり、障害のあるなしに

関わらず誰もが参加できる大会開催のニーズがあることが分かった。 

今後も、スポーツを通じて、多様性を尊重した、さらなる社会の実現に取

り組んでいきたい。 

 



 

 
実 施 日 程 表（実 績） 

 

実施時期 
実施事項 

備 考 
実行委員会 

ｽﾎﾟｰﾂを通じた 
啓発ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

オープンエア 
メーカー講習会 

障害者スポー
ツイベント等 

４月      

５月      

６月      

７月 
第 1 回 
7/31 

    

８月      

９月      

１０月  
 

   

１１月  

絵本活用 
研修 11/17 
図書担当 
連絡会 
(11/25、 
11/30) 

 
オンラインイ
ベ ン ト 公 開
11/25 

 

１２月      

１月   講習会 1/29 
ボッチャ大会
1/23（中止） 

 

２月      

３月 
第 2 回 
(書面) 

    

※ 実施事項は、委託事業完了(廃止等)報告書の記載内容との整合性に留意し記載してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紙芝居 

製作契約 

 

内容調整 

 

納品 



 

障害者スポーツ推進プロジェクト実行委員会名簿 
 

 

 
所属 役職 氏名 

【学識者】 

田園調布学園大学 准教授 和
かのう

 秀俊
ひ で と し

 

【関係団体】 

市スポーツ推進委員連絡協議会 会長  浦野
う ら の

 一吉
かずよし

 

市立特別支援学校  校長 増田
ま す だ

 亨
とおる

 

川崎市障害者スポーツ協会（公益財団法人川崎市身体障害者協会） 事務局長 横島
よ こ し ま

 正志
ま さ し

 

公益財団法人川崎市スポーツ協会 事務局長 丹野
た ん の

 典和
の り か ず

 

川崎市社会福祉協議会 ボランティア活動振興センター 所長 塚田
つ か だ

 治
はる

孝
たか

 

川崎市総合型地域スポーツクラブ連絡協議会 会長 菊地
き く ち

 正
ただし

 

川崎市障がい者スポーツ指導者協議会 会長 石田
い し だ

 さち子
こ

 

特定非営利活動法人チャレンジドサポート プロジェクト 理事長 北村
き た む ら

 奨
すすむ

 

特定非営利活動法人高津総合型スポーツクラブＳＥＬＦ  戸
と

沼
ぬま

 智
とも

貴
たか

 

【川崎市庁内連携部署】 

川崎市市民文化局オリンピック・パラリンピック推進室 担当課長 成沢
なるさわ

 重幸
しげゆき

 

川崎市健康福祉局障害保健福祉部障害福祉課 課長 砂川
す な が わ

 康弘
や す ひ ろ

 

川崎市教育委員会事務局教育政策室（政策推進） 担当課長 添野
そ え の

 雅美
ま さ み

 

川崎市教育委員会事務局学校教育部健康教育課 課長 日笠
ひ が さ

 健二
け ん じ

 

川崎市教育委員会事務局学校教育部指導課 担当課長 髙山
たかやま

 深
み

紀
き

世
よ

 

【事務局】 

川崎市市民文化局市民スポーツ室 室長 山根
や ま ね

 隆之
たかゆき

 

川崎市市民文化局市民スポーツ室〔スポーツ事業推進担当〕 担当課長 上野
う え の

 進
すすむ

 

川崎市市民文化局市民スポーツ室〔障害者スポーツ担当〕 課長補佐 小倉
お ぐ ら

 健
けん

一郎
いちろう

 

川崎市市民文化局市民スポーツ室〔障害者スポーツ担当〕 事務職員 齋藤
さいとう

 玲於奈
れ お な

 



別紙１ 

 

オープンエアメーカー（障害理解サポーター）養成講習会 

アンケート結果まとめ 
 

参加者数：９名 
アンケート回収数： ９件 
 

 

１ 今回の研修について、５段階の中で当てはまるものに○を付けてください。 
  評価が「３・２・１」の方は理由を記載願います。 
ア  ５： 4 件  ４： 4 件  ３： 1 件  ２： 0 件  １： 0 件 
 

イ： ５： 5 件  ４： 4 件  ３： 0 件  ２： 0 件  １： 0 件 
 

ウ： ５： 4 件  ４： 5 件  ３： 0 件  ２： 0 件  １： 0 件 
 

エ： ５： 5 件  ４： 9 件  ３： 0 件  ２： 0 件  １： 0 件 
 

 

２ 今回の研修の感想・良かった点、改善すべき点等ありましたらご記入ください。 
  障害者ですか、健常者ですかとの問いに考えさせられました。障害は線引きができないグラ

デーションである、未来誰しも障害者になる可能性があるということを聞いて、そうだなあ

と思いました。 

  障がい者の理解、最初に聞く話としては、自分も障がいがあると思い考える（一般の方々に

とっては）入りやすいし、理解しやすかったと思います。オープンエアメーカー養成講座と

して障がいの理解を深めていってほしいです。 

  話し方が良かった（リズムとかワード）ので分かりやすかったです。 

  講師の話も分かりやすく良かったです。「知らないことが障がい」等、話を聞いて気づいた

ことが多かったです。 

  何か（うまく言えませんが）足りないというか聞きやすいし、分かりやすいと思いますが。 

  障害という言葉はよく耳にするので、分かっているつもりでいたが、改めて聞かれると分か

らないこともあり、これまでしっかり理解できていなかったと実感した。 
 
 

３ 今回の研修について、今後地域での展開を図っていくうえで、ご意見等ありましたらご記

入ください。 

  スポーツも大切ですが、人格形成が基本であると思います。 

  今後何か講座が出来ないかを検討してみたいと思います。ありがとうございました。 
 
 


















































































